
本号の主な内容

第12回図書館史を考えるセ ミナーのご案内

図書館史研究会総会開催のお知 らせ

運営委員会報告

編集委員会より

事務局か らのお願い

図書館史を考えるセミナーのお知らせ
. :

第12回図書館史を考えるセ ミナー

実行委員長 だヽ川 徹

第 12回図書館史を考えるセミナーを、次の要領で開催 します。今回は『 石井敦先生

古稀記念論集』の刊行を記念 し、日本図書館学会との共催で、規模を拡大 して実施す

ることとなりました。大勢の会員がご参加下さいますよう期待しております。

記

1995年 9月 9日 (土 )、 10日 (日 )

法政大学

転換期の図書館           ・

」R・ 地下鉄線「市ヶ谷」駅下車 徒歩 5分
会員 ,学生 500円  一 般 1,000円
次ベージのプログラムを参照

嵩黒?奎彗委雰畠農轟暮g産雪奪嘗襲重2雷攘?菅會与η呂轟喜
色め振替用紙をお使い下さい)。      

「

口座番号  |
口 座 名  「図書館史を考えるセミナー」

8.連 絡 先                ヽ

図書館史を考えるセミナー事務局        ｀

9。 そ の 他  宿泊のご予約は各自でお願いします。

「石井敦先生古稀記念パーテイ」のご案内

今回のセミナーでは、例年のような懇親会は実施しませんが、かわつて下記あ要領

で石井敦先生の古稀をお祝いする、ささやかなパーテイを開催することとしました。

たくさんの会員の皆さまがご出席下さるようお願い申し上げます。

1.日  時  1995年 9月 9日 (二 )午 後 5時開場 午後 6時間宴 :

2.会  場  アルカデイア市ヶ谷 (私学会館 )

」R・ 地下鉄線「市ヶ谷」駅下車         :   ギ

3.会  費  1万 円 (学生 7千円 )

4.参加申込  会場準備の都合上、次の郵便振替口座あてご送金をお願いします。

同封の赤色の振替用紙をお使い下さい。青色の振替用紙は、「セ

ミナー」申込車用ですので、お使いにならないようお願いします。

口座番号  」
口 座 名  「石井敦先生古稀百d念諭集刊行会」
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第12回図書館史を考えるセミナー プログラム

第 1日 目 特Bll講演 (55年館 3階531番教室 )

罷会挨毎 実行委員長 小川  徹

曇
旨
鷲3出暑渠聯

か
?鷹閂

"どま

講演②状況か、野|テ 橿震賛轟大制
《休 憩》

質疑討論

第 2日 目 個人発表

受  付

第 1部会 (92年館4階 401番教室 )

①訓県におけは∬壕熙薇潮m)
② 大正期福岡県の図書館撃策について

12:00-13:00
13100-13:10
13:10-13:20
13:20～ 14:20

14:20´V15120

15:30-16:30

9130-10:00

10:00-10:50

10:50-11:40

10:00′～10:50

10:50´νll140

11:40-12:30

13:30´Y14:20

14:20´ν15:10

15:20-16:20

③ 昭
醸7得l尋貧奎甲言霰|;義 82讐催》言箇

暮雲lifI[i』 li｀

  11:40～ 12:30

《昼 食》

占領期日利こ蔦ぎr"僣縦宏躙膨蜀
「自由宣言」

守 m (盛 岡大学 )

第 2部会 (92年館 4階共同会議室)         .

⑥ 鄭振鐸の購
綺 罵

]は 八 :フ ランスガ ヒの影響
⑦ 北アフリカの図書館

導肇′ (図書館情報大学附属図書館 )

③図書雫とテレ鍵異訂算 課懲 蹴
心に

《昼 食》

⑨ 図書館史の意
勒 票彗

ロシア図書館史を事例 として

(日 本学術振興会 )

①,171紀末の字笏♂考纏罫鶉畠籍報大学)

図書館史研究会総会

④

　

⑤

13:30-14120

14:20-15:10

◎ 第 1日 と第 2日 では、会場が異なつておりますので、ご注意下さい (別添地図

参照 )。
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図書館史研究会総会開催のお知 らせ

会員の皆さんもご承知のように、研究会の活動はここ 1年余り著 しく停滞 していま

す。運営委員会もこうした事態を憂慮 し、運営のあり方、研究事業の奨励、会勢の拡

大、の 3点を中心に、打開策を検討 してきました。

その結果 7月 22日 の運営委員会で、以下のような提案をとりまとめt会員の皆さん

にお諮りすることとなりました。来る9月 10日 (日 )の「図書館史を考えるセ ミナー」

第 2日の日程終了後に会員総会を実施 し、研究会の現状と将来について、多くの皆さ

んと議論を深めたいと思いますので、よろしくご参集下さい。

○ 会名の変更について

と鷲Z勇僣2璽裂tII:(ヒ
=6ζ

暑罠彗電答意電?面呵看」:襟茎E歪]罰繁班募ち髭計香歌唇秘脅

言旱[[豊暑1讐1畳量言詈][ヨ詈言暑[::重景営[‡::[暑][:電子簿禁
○ 研究会規約の制定について

電][123:[』 :詈詈讐皇[言[番番言|[][ili[][i[5]|:[]ての会員が研究会の活動に参加 し、民主的

するため、「日本図書館文化史研究会規約 (案 )」 を起草しました。なお、名称、目

的等の定めがある会則を具備していることが、日本学術会議に登録する一つの要件と

なつています。                     ・

日本図書館文化史研究会規約 (案 )

第 1章  総  則

第 1条 本会は、日本図書館文化史研究会 (」 apan Association of Library― and

―Information Hiζ tory,略称」ALIII S)と 称する。

第 2条 本会の事務所の所在は、原則 として、第11条 に定める事務局長の属する

機関にお くものとする。    1
第 2章  目的および事業

第 3条 本会は、図書館文化史とそれに関連する諸部門に関する研究およびその

研究者相互の協力を促進するとともに、外国の関係学会との連絡を図ることを

目的とする。
            ため、次の事業を行う。第 4条 本会は、前条の目的を達成する

1 研究者の連絡および協力促進

2 研究会および講演会の開催  :
3 機関誌、その他図書等の刊行

4 「ニューズレター」の定期的発行

5 外国の関係学会との連絡および協力

6 前各号のほか、運営委員会において適当と認めた事業

第 3章  会  員

第 5条 本会の会員となることができる者は、次の各号に定める資格を有する者

で、運営委員会の承認を得た者 とす
畠讐館文化史に関連する分野を専攻する者1 大学等の教育研究機関において区

またに の分野躙 心をもつ研究
花史に関連する分野畔 哨 心を抱 ご薯2 図書館実務に携わ り、図書館文イヒ
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3 前 2号のほか、図書館文化史に関心をもつ市民で、運営委員会が会員とし

第 6翼
ふ

曇奮ヒ壌勉刃笹与言者は、本会事務所あてその意思を証する書面を提出

しなければならない。

第 7条■本会に、名誉会員をおくことができる。名誉会員は、運営委員会の推薄

にもとづき‐、総会において決定する。

第8条 会員は、名誉会員を除き、総会の定めるところにより、会費を納めなけ

ればならない。
2 会費は年3,000円 とする。

第 9条 会員は、本会の機関誌、

第 10条 会員は、次の場合には、

1 本人が退会を届け出たとき

2 会費を連続 2年間滞納 し、

が判断 したとき

第4章  機  関

第11条 本会に次の役員をお く。

1 代  表  1名
2 運営委員  15名以内

ニューズレターの無料配布を受ける。

退会 したものとする。

会員にとどまる意思が明確でないと運営委員会

3 監  事  2名
4 事務局長  1名
5 編集委員  若千名第
:条は言[曇言蒙章量2曽 IF磨誓菫讐曇電[言暑≧鍾:な。
第ぢ条補更秀程奮量窪嘉習鴇諭八虜野ぎ蒼なかゎらず、前任者の残任期間とする。
3 役員は、再任されることができる。

第
ぢ
条

代黛泰装造蕊倉な場看花8:代表の意向を尊重し、運営委員会において代

第」棄[誓菫言菖[『讐霧鷲量全富雪講者證ぅJ曇警雲言:量を重糟事811が3 事務局長は、円滑な会務遂行のた

できる。            状況を監査する。     
・露』彙運詈曇書墓[]i富禁]看]曇言管倉魯穣テkな懲む墓簿熟曇瑳ね葉する

ことができる。

3 会員総数の5分の 1以上の会鼻が、会議の目的を明示 して請求したときは

運営委員会は臨時総会を招集 しなければならない。

第 5章  規約の変更および解散

霙』言総][1言曾量:言慧署貫言電警i省看皇うiね?主銃七各塀言管糸を言
ない。

付  則

本規約は、平成 7年 月 日より施行する。

平成 7年度総会のとき、図書館史研究会の会員である者は、本規約の発効と
１

２
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ともに、日本図書館文化史研究会の会員となる。

0 95-97年度の運営体制について

上述のような、研究会の機構改革を推進するために、運営体制の帰1新をはかります。

1.事務局の移転

事務局を国立国会図書館図書館研究所に移転します。

2.研究・編集担当の運営委員の選任
.

機関誌『 図書館史研究』の編集とともに、新たな研究事業の企画 。実行を担当する

運営委員を選出します。

3.95-97年度運営委員

鱚 隆明 (国会鴎 帥

宇治郷 毅 (国会図書館 )

奥泉 和久 (横浜女子短期大学図書館 )

(他 に1名を関西地区より選出 )

運営委員会報告                    ・

二塁曇昌継曇畠蓬曇是曇こ埼整李曇雲τttt爾テ:こ

て開催

編集委員会より

○  『図書館史研究』第 11号 のご案内

機関誌『 図書館研究』第 11号が、日外アソシエーツより、まもなく発行とな ります

(80ページ、定価1,500円 )。 内容は以下のようになつています。

シュレッテインガーとヴアイセノーエ修道院 (河井弘志 )

石川県図書推薦委員会の図書群 :蔵書構成 との関連から (原淳之 )

石井敦氏インタビュー記録 (山口源治郎 )

○  『図書館史研究』第 12号原稿募集

『 図書館史研究』第 12号の原稿を募集 します (10月末日締切、明年 3月刊行予定 )

投稿希望の方は、下記までご一報下さい。
小黒 浩司        .  t

小川  徹

山本 順一

山口源治郎

小黒 浩司

(法政大学 )

(図書館情報大学 )

(東京学芸大学 )

(土浦短期大学 )

事務局からのお願い

前年度 (94年度 )、 もしくはそれ以前の会費未納の方は、取り急ぎ納入をお願いし

ます。なお、本年度会費については、ニュースレターの次号で処理させていただきま

す。

-5-

本号め編集担当 :小黒浩司
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